
過酸化水素ガス滅菌装置保守業務委託 仕様書 

 

 

１ 保守対象機器 

サクラ精機 過酸化水素ガス滅菌装置 一式 

型式：V-PRO max   製番：032901901 

 

２ 契約期間 

  令和７年４月１日〜令和８年３月３１日  

 

３ 設置場所 

名古屋市立大学医学部附属西部医療センター 中央材料室 

 

４ 定期保守点検 

点検回数及び消耗部品交換作業は、期間中にそれぞれ２回実施すること。また、実施日時につ

いては、病院担当者（以下「担当者」という。）と協議の上、決定すること。 

 

５ 定期点検報告書 

（１）受託者は、保守点検の完了後、速やかに実施結果を記載した保守点検報告書を中央材料室に提出

し、現場責任者による確認印を得ること。確認済の報告書については一部写しを作成し、経営課の

事務担当者に提出すること。 

（２）点検の結果、当該機器に不備等を発見した場合には、速やかに必要な対応を行うこと。 

 

６ 委託料の支払い 

委託者は、契約期間中に保守業務の完了検査を履行開始日から令和７年９月末まで、令和７年１０

月から令和８年３月末までと２回に分けて行うものとし、受託者は、検査に合格した後に当該業務に

係る委託料の支払いを請求することができるものとする。 

 

７ 障害者差別解消に関する特記仕様 

（１）受託者は、本件業務を履行するに当たり、障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律（平

成25年法律第65号。以下「法」という。）及び愛知県障害者差別解消推進条例（平成27年愛知県条

例第56号）に定めるもののほか、公立大学法人名古屋市立大学における障害を理由とする差別の

解消の推進に関する教職員対応要領に準じて、不当な差別的取扱いの禁止、合理的配慮の提供そ

の他障害者に対する適切な対応を行うものとする。 

（２）(１)に定めるもののほか、受託者は、本件業務を履行するに当たり、本件業務に係る対応指針

（法第11条の規定により主務大臣が定める指針をいう。）に則り、障害者に対して適切な対応を行

うよう努めなければならない。 

 



８ 妨害又は不当要求に対する届出義務 

（１）受託者は、契約の履行に当たって、暴力団又は暴力団員等から妨害（不法な行為等で、業務履行

の障害となるものをいう。）又は不当要求（金銭の給付等一定の行為を請求する権利若しくは正当

な利益がないにもかかわらずこれを要求し、又はその要求の方法、態様若しくは程度が社会的に

正当なものと認められないものをいう。）を受けた場合は、委託者へ報告し、警察へ被害届を提出

しなければならない。 

（２）受託者が前項に規定する妨害又は不当要求を受けたにもかかわらず、前項の報告又は被害届の

提出を行わなかった場合は、競争入札による契約又は随意契約の相手方としない措置を講じるこ

とがある。 

 

９ その他 

（１）受託者は、業務の履行に当たり別記「情報取扱注意項目」を遵守すること。 

（２）本仕様書に記載のない事項については、担当者と協議の上で実施すること。 

 

 











（別記） 

 

障害者差別解消に関する特記仕様書 

 
 
 （対応要領に沿った対応） 
第 1 条 この契約による事務事業の実施（以下「本件業務」という。）の委託を

受けた者（以下「受託者」という。）は、本件業務を履行するに当たり、障害

を理由とする差別の解消の推進に関する法律（平成 25 年法律第 65 号。以下

「法」という。）及び愛知県障害者差別解消推進条例（平成 27 年愛知県条例

第 56 号）に定めるもののほか、公立大学法人名古屋市立大学における障害を

理由とする差別の解消の推進に関する教職員対応要領（以下「対応要領」と

いう。）に準じて、不当な差別的取扱いの禁止、合理的配慮の提供その他障害

者に対する適切な対応を行うものとする。 
 
 （対応指針に沿った対応） 
第 2 条 前条に定めるもののほか、受託者は、本件業務を履行するに当たり、

本件業務に係る対応指針（法第 11 条の規定により主務大臣が定める指針をい

う。）に則り、障害者に対して適切な対応を行うよう努めなければならない。 
 
 


